
歳入
130億

6千1百万円

歳出
130億

6千1百万円

当初予算についてお知らせします令和５年度

一般会計 130億 6，099 万 円 前年度対比
2.7％

令和５年度の一般会計と各特別会計、水道事業会計の当初予算が承認されました。
一般会計の当初予算は、前年度から比較すると3億6,546万8千円の減となりました。
一般会計当初予算の詳細は次のとおりとなります。

繰入金
31億6千9百万円
（24%）

寄附金
17億3千6百万円
（13%）

町税
15億2千5百万円
（12%）

その他
3億3百万円
（2%）

国県支出金
30億9千2百万円
（24%）

地方交付税
22億円
（17%）

町債
4億1千9百万円
（3%）

交付金等
4億6千7百万円
（4%）

国有提供施設
交付金

1億5千万円
（1%）

依存
財源

63億2千
7百万円
（48%）

自主
財源

67億3千
4百万円
（52%）

町の運営・
企画・ふるさと
　納税に関する
　経費など

50億9千
8百万円
（39%）

福祉サービスの
提供など

30億3千5百万円
（23%）農業振興、

農地対策など
11億7千2百万円
（9%）

教育の
充実など

9億7千3百万円
（7%）

道路・公園の
管理など
7億8千万円
（6%）

保健・医療や
環境対策など
7億6千8百万円
（6%）

町の借金の返済
6億1千8百万円
（5%）

消防活動など
3億2千1百万円
（3%）

地域経済・観光の
振興

1億8千万円
（1%）

議会に要する
経費その他

1億1千6百万円
（1%）

人
件
費

扶
助
費

公
債
費

普
通
建
設
事
業
費

補
助
費
等 物

件
費

そ
の
他

15億5千9百万円
（12%）

20億6百万円
（15.4%）

6億1千8百万円
（4.7%）

19億6千7百万円
（15.1%）

3百万円
（0%）

28億2千6百万円
（21.6%）

14億9千7百万円
（11.4%）

25億8千5百万円
（19.8%）

職員の給与
など

子供・介護・福祉
サービスなど

町の借金の
返済

道路や各種施設
の建設など

災害復旧
事業費

各種団体への
補助金など

施設の運営や
業務委託など

積立金など
その他

義務的経費
41億8千3百万円（32.1%）

投資的経費
19億7千万円（15.1%）

その他の行政経費
　69億8百万円（52.8%）

性質別に見た歳出予算

新富町

※端数処理の関係で合計が合わない場合があります。



令和5年度に実施される主な事業の概要

産業振興

三納代北地区直売所建設事業 6億979万円

農畜水産物等の直売所を建設します。

輸出等販路拡大活性化事業 496万円

人口減少に伴う国内需要の縮小や農業における産地力の低下に対応するため、輸出事業を中心と
した販路拡大に取り組みます。

鳥獣保護区等周辺被害防止対策事業 81万円

有害鳥獣による農作物被害を軽減するための防護柵設置に対する助成を行います。

地域振興

スマートインターチェンジ建設関連事業 3億328万円

スマートインターチェンジ建設に伴う水道管・農水管の布設替工事や用地購入等を行います。

地区集会所ＬＥＤ等取替事業 1,992万円

各地区集会所の照明をLED照明に順次取り換えていきます。

教育振興

富田小学校校舎空調機取替事業 3億7,749万円

令和4年度から5年度にかけて富田小学校の空調機を取り替えます。（Ｒ4，Ｒ5継続事業）

学校給食費補助金 7,959万円

保護者の負担を軽減するため引き続き学校給食費を無料にします。　

町体育館照明器具取替事業 7,268万円

町体育館の照明器具をＬＥＤ照明に取り替えます。

← 次のページへ続きます



令和5年度に実施される主な事業の概要

健康福祉

保育料助成事業 5,264万円

現在実施している３歳児以上の保育料無償化に加え、町独自に３歳児未満の保育料も無料にします。

出産・子育て応援交付金事業　  1,787万円

妊娠時から出産・子育てまで一貫した相談支援の充実を図るとともに、妊娠・出産期の経済的な
負担軽減を図るため給付金を支給します。

高齢者補聴器購入費助成モデル事業 90万円

難聴を少しでも解消することにより認知症予防、フレイル（虚弱状態）予防につながるといわれてい
ることから、高齢者の難聴の方を対象に補聴器購入の一部助成を行います。

消防防災

消防機械倉庫建築事業 3,926万円

消防団第6部の消防機械倉庫を建て替えます。

防犯灯設置事業 420万円

防犯灯、通学路等の新規設置や既存の照明をLED照明へ取り換えます。

道路等整備

町道等の整備につきましては、紙面の都合上すべて掲載できませんが主に以下の事業を実施します。　

高齢者ドアフォン購入費助成モデル事業 25万円

聴力機能が低下した高齢者宅への訪問者があった場合にドアフォンの呼び出し音だけではなく、警
告灯の点灯等により素早く気づくことができるように、機器の購入に対して一部助成を行います。

掲載事業費合計　1億6,430万円

●追分～鶴ケ牟田線舗装補修事業（日置地域）
●越馬場～五反田線道路改良事業（下富田地域）  
●佐土原～木城線道路改修事業（上・下新田地域）

●越馬場～野中線道路改修事業（上富田地域）
●下城元地区排水路整備事業（上富田地域）
●八幡～大渕線道路改良事業（上富田地域）

財政課  ☎ 33- 6011問合せ先



【歳入】 地方消費税交付金
うち社会保障財源化分

【歳出】 地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費

（183,253千円）

　地方消費税交付金の増収分については、その使途を明確化し、社会保障施策に要する経費に充てるものとされ
ています。令和５年度当初予算における社会保障施策経費への充当状況については、下記のとおりです。

       329,000千円

3,047,809 千円
（単位：千円）

区　　分 予算額
財源の内訳

国県支出金 その他特定財源 一般財源

社 会 福 祉 費

高 齢 者 福 祉 費民 生 費

1,227,437 608,980 79,420 539,037

児 童 福 祉 費

予 防 費衛 生 費

353,683 55,960 19,020 278,703

1,329,666 860,453 195,693 273,520

137,023 24,820 46,310 65,893

1,157,153合        計 3,047,809 1,550,213 340,443

地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途




